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脳
梗
塞
の
予
防 

 
 

 
 

 

親
里
施
設
長 

小
田
隆
晴 

  

脳
卒
中
は
ち
ゅ
う
き
（
中
気
）
と
も
言
わ
れ
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
四
位
で
あ
り
、

そ
の
多
く
が
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
脳
梗
塞
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
脳
梗
塞
を
発
症
す
る
と
た
と

え
命
が
助
か
っ
た
と
し
て
も
多
く
の
場
合
、
麻
痺
な
ど
の
後
遺
症
が
残
っ
て
し
ま
う
。
近
年

脳
梗
塞
の
治
療
法
が
著
し
く
進
歩
し
治
療
成
績
が
著
し
く
向
上
し
て
後
遺
症
も
軽
く
な
っ
て

き
て
い
る
。 

脳
梗
塞
の
原
因
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
脳
の
血
管
そ
の
も
の
が
動
脈
硬
化
の
た
め
に
詰
ま

る
脳
血
栓
と
、
脳
と
離
れ
た
心
臓
で
形
成
さ
れ
た
血
栓
が
脳
の
血
管
に
飛
ん
で
詰
ま
る
脳
塞

栓
で
あ
る
。
脳
梗
塞
の
予
防
は
脳
血
管
の
病
気
の
管
理
の
み
で
な
く
、
心
房
細
動
な
ど
の
不

整
脈
の
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
は
心
臓
由
来
の
脳
梗
塞
を
防
ぐ
目
的
で
血
液
を
固
ま
り

に
く
く
す
る
抗
凝
固
剤
が
繁
用
さ
れ
て
い
る
。 

今
ま
で
の
脳
梗
塞
の
治
療
は
、
抗
血
栓
薬
・
脳
保
護
薬
・
抗
脳
浮
腫
薬
を
用
い
る
治
療
が

主
流
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
発
症
数
時
間
以
内
に
詰
ま
っ
た
血
管
を
早
期
に
再
開
通
さ
せ

る
治
療
法
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
脳
梗
塞
に
陥
る
領
域
を
可
能
な
だ
け
小
さ
く
し
て
後
遺

症
の
な
い
状
態
に
導
い
て
や
れ
ば
予
後
も
良
好
と
あ
る
。
脳
梗
塞
の
発
作
が
起
き
て
し
ま
っ

た
と
き
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
下
記
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
に
は
一
分
で
も
早
く
病
院
を

受
診
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

一
、 

眼
症
状
（
片
方
の
目
が
見
え
な
い
、
物
が
二
重
に
見
え
る
、
視
野
が
欠
如
す
る
） 

二
、 

片
方
の
手
足
の
麻
痺
や
し
び
れ
（
立
て
な
い
、
歩
け
な
い
、
字
が
書
け
な
い
） 

三
、 

言
語
障
害
（
酔
っ
払
っ
た
時
の
よ
う
な
喋
り
方
に
な
る
、
言
葉
が
出
な
い
） 

 

脳
梗
塞
の
治
療
に
は
、
五
時
間
ル
ー
ル
と
い
う
の
が
あ
る
。
通
常
脳
の
血
管
が
つ
ま
り
血

行
が
止
ま
る
と
四
〜
五
時
間
が
経
過
す
る
と
脳
細
胞
が
破
壊
さ
れ
不
可
逆
的
な
壊
死
に
陥

り
、
元
に
戻
れ
な
く
な
り
、
後
遺
症
が
残
る
。
小
生
の
弟
は
、
片
手
の
麻
痺
で
字
が
書
け
な

く
な
っ
た
が
、
五
時
間
以
内
に
受
診
し
治
療
し
た
た
め
、
現
在
は
麻
痺
な
く
通
常
に
生
活
し

て
い
る
。 

 
 

脳
梗
塞
の
診
断
は
、

CT

、

MRI

や
脳
血
管
造
影
で
行
わ
れ
、
閉
塞
し
た
血
管
の
場
所
を

同
定
す
る
。
細
い
血
管
な
ら
五
時
間
以
内
に
血
栓
溶
解
剤

tPA

を
静
脈
注
射
す
る
こ
と
で
血

栓
を
溶
か
す
こ
と
が
可
能
で
三
分
の
一
く
ら
い
が
後
遺
症
な
く
治
癒
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し

tPA

療
法
が
無
効
な
場
合
や
太
い
血
管
の
場
合
に
は
発
症
か
ら
八
時
間
以
内
に

動
脈
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
て
、
血
栓
を
除
去
す
る
方
法
が
あ
る
。 

以
上
、
脳
梗
塞
の
最
近
の
治
療
法
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
全
て
の
患
者

さ
ん
に
治
療
効
果
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
。
大
事

な
の
は
脳
梗
塞
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
脳
卒
中
協
会
で
は
脳
卒
中
予
防
十
カ
条

を
提
言
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

一
、 

血
圧
を
測
る
習
慣
を
身
に
つ
け
、
高
血
圧
な
ら
治
療
す
る
。 

二
、 

糖
尿
病
は
放
置
せ
ず
に
早
め
に
治
療
す
る
。 

三
、 

不
整
脈
は
放
置
せ
ず
に
早
め
に
治
療
す
る
。 

四
、 

脂
質
異
常
症
は
放
置
せ
ず
に
早
め
に
治
療
す
る
。 

五
、 

過
度
の
飲
酒
は
避
け
る
。 

六
、 

禁
煙
を
す
る
。 

七
、 

塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
す
る
。 

八
、 

無
理
し
な
い
程
度
の
運
動
を
す
る
。 

九
、 

太
り
過
ぎ
に
注
意
す
る
。 

十
、 

脳
虚
血
の
症
状
が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
す
る
。 

長
生
き
す
る
に
は
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
は
体
の
免
疫
機
能
の
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
、
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
夜
は
で
き
る
限
り
決
ま
っ
た
時
間
に
寝

て
、
十
分
な
睡
眠
を
と
っ
て
疲
労
を
回
復
さ
せ
、
朝
起
き
て
活
動
す
る
と
い
う
リ
ズ
ム
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
も
う
ひ
と
つ
脳
梗
塞
発
症
予
防
に
大
事
な
こ
と
は
、
こ
ま
め
に
水

分
を
補
給
し
脱
水
に
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
脱
水
時
に
は
血
液
は
濃
縮
さ
れ
て
ド
ロ
ド
ロ

に
な
り
固
ま
り
や
す
く
な
る
た
め
、
脳
梗
塞
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
そ
の
予
防
に
は
、

就
寝
前
や
夜
ト
イ
レ
に
起
き
た
時
な
ど
に
コ
ッ
プ
半
分
程
度
の
水
分
を
補
給
す
る
と
良
い
と

さ
れ
て
い
る
。 



 

作品展 
11 月 24日～29日 
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作品展 
11 月 24日～29日 
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この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY-SA のライセンスを許諾されています 

           

 

  

      

     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

     

 

                       

ユニット行事 

5 月   花の種植え 

   ６月  住吉神社参拝 

   9 月   夏まつり 

http://tigpig.com/archives/12266
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/


 

 

◎日時 第１回  令和７年 ７月１５日 

      第２回  令和７年 10 月２１日 

 

◎訓練内容 
7 月は 1 階ボイラー室から、10 月は 2 階浴室 

から出火し、いずれも初期消火に失敗した想定で、 

消防署へ通報・入所者を 1 階の安全な場所へ 

避難させる訓練を行いました。 

訓練後は反省点を話し合いました。 

尚、10 月は消防署の方の指導のもと 

消火器の訓練も実施いたしました。 

 

 

 

 

 

 

火災避難訓練を実施しました 
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あ
と
が
き 

二
〇
二
六
年
は
六
十
年
に
一
度
の
丙
午(

ひ
の
え
う
ま)

の
年
。

強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
道
を
切
り
開
く
縁
起
の
良
い
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
地
を
蹴
っ
て
走
り
出
す
馬
の
よ
う
に
、
自
分

の
目
標
や
夢
が
一
気
に
動
き
出
す
、
そ
ん
な
一
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に…

 

  

 

年
末
・
年
始
の
お
知
ら
せ 

 

〇
面
会
に
つ
い
て
（シ
ョ
ー
ト
を
除
く
） 

十
二
月
三
十
一
日
（水
）～
一
月
四
日(

日)
 

ま
で
お
休
み
と
な
り
ま
す
。 

 

〇
洗
濯
物
の
取
次
に
つ
い
て 

十
二
月
三
十
一
日(

水)

～
一
月
四
日(

日)

ま
で
お
休
み
と
な
り
ま
す
。 

※
面
会
及
び
洗
濯
物
の
取
次
は
一
月
五
日

(

月)

か
ら
の
再
開
と
な
り
ま
す
。 

《職
員
大
募
集
！
》 

ケ
ア
マ
ネ
・
看
護
師
・
介
護
職
員
等 

※
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
! 

   

老
人
短
期
入
所
施
設 

す
み
よ
し 

で
は
、
緊
急
時
に
シ
ョ
ー
ト
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

お
知
ら
せ 

こ
の
度
、
令
和
七
年
十
月
十
七
日
付
け
で
理
事
長

が
左
記
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
さ
ら
な
る
努
力
を

重
ね
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

旧
理
事
長 

平 

辰 

（
た
い
ら 

た
つ
） 

新
理
事
長 

平 

了
壽
（
た
い
ら 

か
ず
と
し
） 

 

♥
寄
付
・寄
贈
♥ 

八
月 

 
 

熊
谷 

英
男
様 

 

十
一
月 

 

日
本
生
命
労
働
組
合
様 

 

十
一
月 

 

第
四
北
越
銀
行
様 

ご
支
援
・ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 


